
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
① 避難所設置運営では、前震発災直

後の 4月 15日に「避難所の生活

環境の整備について」という内閣

府通達がいち早く出され、避難者

のプライバシー確保、暑さ・寒さ

対策、入浴や洗濯などの生活環境

の改善対策や、栄養バランスのと

れた適温食の提供、福祉避難所の

設置等も含めた避難所環境の整

備への十分な配慮を求められま

したが、この通知が現場に生かさ

れず、5 月 20 日に再度の改善通

知がだされるという異例の事態

となりました。 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
② 仮設住宅提供は、解体を前提とせ

ず「半壊」も対象とするなど、住

宅再建の制度運用改善が必要。 
③ 経済的な困難者が利用する「災害

援護資金貸付」は、無利子にする

や違約金廃止、返済猶予延長など、

柔軟な対応が必要。 
④ 熊本地震による離職者に、市とし

て「臨時雇用創出」に取り組む、

合わせて国に「雇用創出基金事業」

の創設を求める必要がある。 
⑤ スクールカウンセラーの拡充措

置の継続や、学校施設の応急修理

を最優先で取り組む。  など 
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 市長は、「熊本地震は、震度７の地震がたて続けに２回も発生するとい

う過去に例を見ない地震であり、復旧・復興も前例のない支援策が必要」

との認識を示していましたが、今回の補正予算には「独自性」が見えま

せん。それどころか、各種支援策の運用も、市の裁量が見られず、被災

者の大きな不満になっています。上野議員は、今回指摘した事項も含め、

被災者の声に耳を傾け、実情をよく見て、その願いに沿った支援策の実

施を強く要望しました。 
 

6 月議会・震災関連補正予算の問題点を指摘し、上野議員が討論 

熊本地震特有の独自性が見えない補正予算 

被災者の立場に立った支援策の拡充を！ 

 

うれしい市議会だより1000号突破！ 

前市議会議員 益田牧子 

       25年前の市議選では、党

議席を 0 にしてしまいました。こ

の苦い経験から、「市政のことを、

選挙の時だけでなく、日常的に伝

えよう！」と週 1 回の市議会だよ

り発行と市役所前での宣伝を重松

孝文さんとはじめました。市議会

だより1000号突破は、読者のみな

さんのご支援あればこそです。更

なる発展を期待しています。 

 市議会だよりは、シンプルな編

集ではありますが、市政の時々の

課題や問題点を伝える大切な役割

 

を果たしてきたのではないかと思い

ます（市立産院存続問題などこれでもか

これでもかと毎号書き続け我ながら呆

れていますが…）。一番読まれている

「控室から」も議員を身近に感じて

いただいているのではないでしょう

か。私は、議員を辞めてからも、そ 

特別寄稿 
「日本共産党 市議会だより」は、先週記念すべき1000号を迎えました。 

発刊当時を知る、益田牧子 前市議会議員よりお祝いのメッセージを頂きました。 

  

の延長線で「フェ

イスブック」にそ

の思いを綴って

いますので、アク

セスしてみてく

ださい。 
■記念すべき第1号 

（1995年6月4日発行） 
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生活再建支援金の増額を！ 

６月議会 質疑を行いました 

震災関連の補正予算について、なすまどか議員は質疑を行い、

住宅再建や修繕費用の拡充、一部損壊世帯への修繕制度の創設

を求めました。 

一部損壊でも活用できる修繕支援制度の創設を！ 

住宅の再建は、個々人の問題に

とどまりません。道路などのイン

フラや公共施設の再建と合わせ、

その地域に暮らす住民が住家を

再建し、生活の場を取り戻してこ

そ、真の復興につながります。 
多くの住宅被害が発生した熊

本地震ですが、現行の支援制度

は、最高額３００万円（全壊・建

て替え）で、貧弱です。なす議員

は、国に対して増額を求める

こと、さらには県や市として

上乗せ制度を創設することを

求めました。 
大西市長からは、「被災地、

被災者の実態に即した制度と

なるよう、国に対して、制度

の拡充を強く求めていく」と

の答弁がありました。 

家の修理に対する支援制度

は、半壊以上（５７万６千円ま

で）の被害を受けた方しか利用

できず、一部損壊は利用できま

せん。 
しかし、一部損壊といえども、

屋根の損壊や壁の亀裂など、修

繕に多額の費用がかかるケース

も多くあります。 
なす議員は、雨などもしみこ

み、天井や内装の痛みが発生し

ているケースなども示しなが

ら、「一部損壊に対しても、修

繕費用を支援する制度を創設

するべきではないか」と質し

ました。大西市長からは、「政

府・省庁に要望したい」との

答弁がありました。 
国への要望とともに、市と

しても独自の支援制度を創設

するなど、主体的な取り組み

が求められます。 

■劣悪な避難所の生活環境 

今回の震災での避難者数は最大で

11 万にのぼり、市の想定の約 5 万 8
千人を大きく上回りました。避難所

での生活環境は当初より劣悪を極

め、長期にわたりました。 
特に食事については、支給が菓子

パンやおにぎりのみといった状態が

続き、1 日 1 回の弁当支給に改善さ

れるまでに、1 ヶ月半も要しました。 
■国のサポートを前提とした通達 

 一方で国は前震の翌日、4 月 15
日にいちはやく「避難所の生活環境

の整備について」という通達をだし

ています。これは東日本大震災の課

題をふまえ、避難所の環境整備や配

慮を項目ごとに細かく定めたもので

す。 
 また通達は、国が自治体へ一方的

にその実現の責任をせまるものでは

なく、災害救助法にもとづき予算等

の面でも十分に自治体をサポートす

ることを前提としたものでした。 
■異例の再度の通達 

 こうした活用できるサポートが

ありながら、避難所の改善は遅々と

 

して進みませんでした。国会でも問題

とされるなか、国は異例の 2 回目の通

達を出すにいたります。 
 やまべ議員は、震災から 2 ヶ月、い

まだ通達の立場で避難所整備がなかな

か果たされない実態を質しました。 
 
■避難者の事情、心に寄り添った支援

を 

 大西市長は、「避難者の状況を把握で

きず、十分な対応が果せなかったこと、

大変申し訳なく感じている」と述べ、

「今後とも避難者に配慮した良好な生

活環境確保に努めたい」と答弁しまし

た。 
 やまべ議員は、避難者数の減少の一

方で、生活困窮者、罹災証明の遅れで

前へ進めない人、遠い校区外の避難所

からの通学を強いられる児童生徒など

の事例をあげ、これまで以上に多様化、

深刻化する避難者の事情に寄り添った

避難所整備、生活再建支援を求めまし

た。 
 

さる 6 月 10 日、一日のみ開催された 6 月議会にて、やまべひろし議員は改善がな

かなか進まない避難所の環境整備について質疑をおこないました。 
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